	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




人はそれぞれの人生において〝節目〟で成長します。新年を迎えたその瞬間、進級となる４月１日等においても、まわりの景色や生きている世界が前日と変わることはありません。しかし、それまでと違って輝いて見えたり、耳に新鮮に聞こえたりすることがあります。それは、節目を意識したことにより心が変わったからなのです。この第４期は私たちにとって、実に重要な事柄が待っています。自分の目指す目標を明確にもち、それに向かって向上しようと頑張ることを続ける限り、成長し続けることができます。





＜３年生代表：３－Ｃ　藤原 颯人さん＞


　今の時期はやらなければならない勉強の量が多く、ますます時間はなくなっていくので勉強の〝質〟が大切になってくる。中学校での最後の思い出をつくり、１，２年生に笠原中の伝統を引く継ぐことができるようにがんばろう！





＜２年生代表：２－Ａ　柘植 優愛さん＞


　冬休みは、家族・親戚とたくさんふれあうことができた。苦手科目を復習するよい機会となった。今までで一番自律した冬休みになった。２年生としての残り３ヶ月で最高学年となる自覚をもちたい。今まで以上に仲間と関わり合っていきたい。時には厳しい言葉かけや涙の訴えも必要。２年生のはじめは本音が言えなかったが、今は本音で伝えられる学年集団となってきた。私たち２年生はさらによくなる。





＜１年生代表：１－Ａ　加藤 実那さん＞


　私たちのクラスは合唱発表会を機に、互いに関わり合ってよい合唱をつくることができた。さらに合唱を高めていきたい。また、よりよい給食時間をつくりたい。あと３ヶ月で新入生を迎え、〝先輩〟となる。自主学習ノート、生活設計ノートの全員提出や「一人一役」の活動を学級として頑張っていきたい。





＜校長先生の話＞


この第４期は、新年度の０（ゼロ）学期である。今期のテーマである「達成感・財産の継承」を各学年で具体的にしていってほしい。そして創立70周年のよい締めくくりを期待している。


・１年生へ…あと３ヶ月で〝先輩〟と呼ばれるにふさわしい姿をつくりあげる。


・２年生へ…最高学年に向かう準備の時である。「よし！この２年生なら受け継いでもらえる」という姿になって、３年生からバトンを受け取る。


・３年生へ…人生の希望進路をかなえるためのラストスパート。道を拓くのは自分自身！「やっぱりあの３年生にはかなわない。」という姿を最後の最後まで見せてほしい。


・全学級へ…〝達成感〟を味わってほしい！そのためには「核となる活動」をやりきり、学級目標を達成する。


・一人一人へ…夢をもち、他の人と協力しながら努力できる人になってほしい。





１月１０日（火）、例年より少し長めの冬休みを終え、生徒たちが元気な姿で登校しました。大きな事故や災い、事件等がなく、年末年始の天候のように穏やかに新しい年を迎えることができたことに安堵するとともに、保護者の皆様に感謝申し上げます。


第４期（１月～３月）始めの全校集会では、各学年の代表生徒と薄井校長先生の話がありましたが、どの生徒も集中しアイコンタクトをも取りながら話を聞いていました。節目となる新年の決意が感じられました。　　　　　　　　（※下記は文体を「常体」に変えてあります）








